計測自動制御学会 2011年度産業応用部門大会


産業応用部門大会の原稿フォーマット
形式をそろえるための情報

計測制御開発(株)　才須 太郎，際巣 花子
概要: この文書には計測自動制御学会産業応用部門の部門大会における講演原稿の形式が書かれています．これを参考に原稿をご用意下さい．

1　 はじめに

部門大会の発表論文原稿の形式は，なるべくそろえた方が見栄えがよいので，執筆者の方は，これに準拠した原稿を作成されるようお願いします．この文書ファイル自身をテンプレートとしてお使い下さい．見出し等には，スタイルの機能が使われています．

論文は１件６ページ以内でお願いします．送付方法は，最後の付録に書かれています．

2　 全体の構成

論文全体は，

1. 表題，著者名等，

2. 概要，

3. 本文，

4. 謝辞，

5. 参考文献リスト，

6. 付録

から構成します．4. および 6. は必要な場合のみ含めて下さい．以下，各構成要素の形式について述べます．

3　 表題，著者名等

原稿1枚目の先頭には，論文題目，もしあれば副題，著者所属と著者名一覧を一段組みで書いて下さい．

題目，副題は14ポイント，中央揃え．著者名等は12ポイント右揃えとしてください．著者多数の場合は，複数行に渡ってもかまいません．また，副題が長い場合には，副題のみ12ポイントでもかまいません．

表題や著者名がそれぞれ複数行にわたる場合は，改行を「段落にならない改行
」にしてください．

4　 概要

300字程度の論文概要を書いて下さい．英文100語程度でも結構です．論文全体のおおよその中身が分かるように記述して下さい．

5　 本文

10ポイント，2段組で書いて下さい．本文中の図表や式については，以下のようにして下さい．

5.1　 図および写真

図や写真には，図1，図2，といった通し番号を付け，図の下に中央揃えで図の番号とタイトル，必要なら簡単な説明を書いて下さい．

[image: image1.wmf]
図 1: 対話型進化計算法の枠組み．

5.2　 表

表には図とは別に，表1，表2，という具合に通し番号を付け，表の上に中央揃えで表の番号とタイトル，必要なら簡単な説明を書いて下さい．

5.3　 式

式は左揃えで，必要ならその右端に右寄せで式の通し番号を括弧つきで記入して下さい．式1はその例です．
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(1)
数式エディタを使うときには，フォントサイズにご注意下さい．

参考文献リスト

文献引用の出現順に番号をつけ，その順に並べたリストを書いて下さい．引用箇所には番号を[]で囲み，[1]のように記述して下さい．

参考文献

[1] Wiener, N.: Cybernetics – 2nd edition, MIT Press, 1965.
原稿の送付

原稿は２０１１年9月22日（木）必着にて，下記ファイルをe-mailでお送り下さい．
ページ番号を消去した原稿の「WORDファイル」と「PDFファイル」．

余白：上下２３ｍｍ，左右２０ｍｍ

原稿詳細及び送付先は，下記各シンポジウム担当部会主査に確認の上対応下さい．
· 流体計測制御部会：明治大学　小山紀
· 計測・制御ネットワーク部会：日立製作所　山田勉
· 産業システムシンポジウム(計装技術交流部会) 、一般講演：三菱化学　村田義和
ページ番号はフッターセクションに書かれています．ページ番号の消去はつぎにより可能です．

フッターをダブルクリックして，ページ番号の数字をマウスで選択し delete キーで消去してください．

◆備考：この書式は2002年度産業応用部門大会のために、創価大学の畝見先生が作成されたものを元にしています．

� シフトキーを押しながらリターンキーを押すと入力できます．
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